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議案第１号参考資料 

件 名 
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例の制定について

根拠法令等 刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第６７号） 

【 趣 旨 】 

 刑法等の一部を改正する法律により、懲役及び禁錮が廃止となり、これらに

代わるものとして拘禁刑が創設されることに伴い、所要の規定を整備するた

め、関係条例の整理に関する条例を制定するもの。 

【 内 容 】 

制定内容は次のとおりである。 

第１条 埼玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護法施行条例（令和５ 

年広域連合条例第１号）の規定中、「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

  第２条 埼玉県後期高齢者医療広域連合議会の個人情報の保護に関する 

条例（令和５年広域連合条例第２号。以下「議会条例」という。）の規 

定中、「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

また、議会条例で引用する行政手続における特定の個人を識別するた 

めの番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）の改正によ 

り条項にずれが生じるため、新たな条項に改める。 

第３条 埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会条 

例（令和５年広域連合条例第３号）の規定中、「懲役」を「拘禁刑」に 

改める。 

施 行 日 

令和７年６月１日

ただし、第２条中条項のずれに対応する改正は、令和７年４

月１日 

【その他参考事項】 
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刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

第
１
条
 
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正

新
 

旧
 

附
 

則
 

附
 

則
 

（
経

過
措
置
）
 

（
経
過
措
置
）
 

第
３

条
 
（
略
）
 

第
３
条
 
（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

２
・
３
 
（
略
）
 

４
 

次
に

掲
げ

る
者
が

、
正
当

な
理

由
が

な
い

の
に

、
前

条
の

規
定

の
施

行
前

に

お
い

て
旧

実
施
機

関
が

保
有
し

て
い

た
個

人
の

秘
密

に
属

す
る

事
項

が
記

録
さ

れ
た

旧
条

例
第
２

条
第

４
号
に

規
定

す
る

個
人

情
報

フ
ァ

イ
ル

（
そ

の
全

部
又

は
一

部
を

複
製
し

、
又

は
加
工

し
た

も
の

を
含

む
。

）
を

前
条

の
規

定
の

施
行

後
に

提
供

し
た
と

き
は

、
２
年

以
下

の
拘

禁
刑

又
は

１
０

０
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る
。
 

４
 

次
に

掲
げ

る
者
が

、
正
当

な
理

由
が

な
い

の
に

、
前
条

の
規

定
の

施
行

前
に

お
い

て
旧

実
施

機
関

が
保
有
し

て
い

た
個

人
の

秘
密

に
属
す

る
事

項
が

記
録

さ

れ
た

旧
条

例
第

２
条

第
４
号
に

規
定

す
る

個
人

情
報

フ
ァ
イ

ル
（

そ
の

全
部

又

は
一

部
を

複
製

し
、

又
は
加
工

し
た

も
の

を
含

む
。

）
を
前

条
の

規
定

の
施

行

後
に

提
供

し
た

と
き

は
、
２
年

以
下

の
懲

役
又

は
１

０
０
万

円
以

下
の

罰
金

に

処
す
る
。
 

(
１
)
・
(２

) 
（
略

）
(
１
)
・
(２

) 
（
略

）

５
 

前
項

各
号

に
掲
げ

る
者
が

、
そ

の
業

務
に

関
し

て
知

り
得

た
こ

の
条

例
の

施

行
前

に
お

い
て
旧

実
施

機
関
が

保
有

し
て

い
た

旧
条

例
第

２
条

第
３

号
に

規
定

す
る

保
有

個
人
情

報
を

こ
の
条

例
の

施
行

後
に

自
己

若
し

く
は

第
三

者
の

不
正

な
利

益
を

図
る
目

的
で

提
供
し

、
又

は
盗

用
し

た
と

き
は

、
１

年
以

下
の
拘

禁

刑
又

は
５
０
万
円
以

下
の
罰
金
に

処
す
る
。
 

５
 

前
項

各
号

に
掲
げ

る
者
が

、
そ

の
業

務
に

関
し

て
知
り

得
た

こ
の

条
例

の
施

行
前

に
お

い
て

旧
実

施
機
関
が

保
有

し
て

い
た

旧
条

例
第
２

条
第

３
号

に
規

定

す
る

保
有

個
人

情
報

を
こ
の
条

例
の

施
行

後
に

自
己

若
し
く

は
第

三
者

の
不

正

な
利

益
を

図
る

目
的

で
提
供
し

、
又

は
盗

用
し

た
と

き
は
、

１
年

以
下

の
懲

役

又
は
５
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処

す
る
。
 

６
・

７
 
（
略
）
 

６
・

７
 
（
略
）
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第
２
条
 
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
 

旧
 

（
定

義
）
 

（
定
義
）
 

第
２

条
 
（
略
）
 

第
２
条
 
（
略
）
 

２
～

９
 
（
略
）
 

２
～
９
 
（
略
）
 

１
０
 
こ
の
条
例
に

お
い
て
「
特

定
個
人
情
報
」
と
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の

個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
２
５
年

法
律

第
２
７
号
。
以

下
「
番
号
利

用
法
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
９
項
に
規
定

す
る

特
定
個
人
情
報

を
い
う
。
 

１
０

 
こ
の
条
例
に

お
い
て
「
特

定
個
人
情
報
」

と
は
、
行
政

手
続
に
お
け
る

特

定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律

（
平
成
２
５
年

法
律
第
２
７
号
。
以

下
「
番
号
利

用
法
」
と
い
う

。
）
第
２
条

第
８
項
に
規
定

す
る
特
定
個
人
情
報

を
い
う
。
 

１
１

～
１
３
 
（
略

）
 

１
１

～
１
３
 
（
略

）
 

（
利

用
及
び
提
供
の

制
限
）
 

（
利
用
及
び
提
供
の

制
限
）
 

第
１

３
条
 
（
略
）
 

第
１
３
条
 
（
略
）
 

２
～

４
 
（
略
）
 

２
～
４
 
（
略
）
 

５
 

保
有
特
定
個
人

情
報
に
関
し

て
は
、
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
及
び

第
３

０
条
の
規
定
は

適
用
し
な
い

も
の
と
し
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
適

用
に
つ
い
て
は

、
こ
れ
ら
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同

表
の

右
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る

。
 

５
 

保
有
特
定
個
人

情
報
に
関
し

て
は
、
第
２
項
第
２
号
か
ら

第
４
号
ま
で
及

び

第
３
０
条
の
規
定
は

適
用
し
な
い

も
の
と
し
、
次

の
表
の
左
欄

に
掲
げ
る
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は

、
こ
れ
ら
の

規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ

る
字
句
は
、
同

表
の
右
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る

。
 

（
略

）
 

第
３

９
条
第

１
項

第
１
号
 

又
は

第
１
３
条
第

１
項

及
び
第
２
項

の
規

定
に
違
反
し

て
利

用
さ
れ
て
い

る
と

き
 

第
１
３
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
１
項
及
び
第

２
項
（
第
１
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
と
き
、
番
号
利
用
法
第
２
０
条

の
規
定
に
違
反
し
て
収
集
さ
れ
、
若
し

く
は
保
管
さ
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
番

号
利
用
法
第
２
９
条
の
規
定
に
違
反
し

て
作
成
さ
れ
た
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ

ル
（
番
号
利
用
法
第
２
条
第
１
０
項
に

（
略
）
 

第
３
９
条
第

１
項
第
１
号
 

又
は

第
１
３
条
第

１
項

及
び
第
２
項

の
規

定
に
違
反
し

て
利

用
さ
れ
て
い

る
と

き
 

第
１

３
条
第
５
項
の

規
定
に
よ
り

読
み

替
え

て
適
用
す
る
同

条
第
１
項
及

び
第

２
項

（
第
１
号
に
係

る
部
分
に
限

る
。

）
の
規
定
に
違

反
し
て
利
用

さ
れ

て
い

る
と
き
、
番
号

利
用
法
第
２

０
条

の
規

定
に
違
反
し
て

収
集
さ
れ
、

若
し

く
は

保
管
さ
れ
て
い

る
と
き
、
又

は
番

号
利

用
法
第
２
９
条

の
規
定
に
違

反
し

て
作

成
さ
れ
た
特
定

個
人
情
報
フ

ァ
イ

ル
（

番
号
利
用
法
第

２
条
第
９
項

に
規

3



新
 

旧
 

規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を

い
う
。
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
 

（
略

）
 

定
す

る
特
定
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル

を
い

う
。

）
に
記
録
さ
れ

て
い
る
と
き
 

（
略
）
 

第
５

４
条
 
議
会
の

職
員
若
し
く

は
職
員
で
あ
っ
た
者
、
第
１
０
条
第
２
項
若
し

く
は

第
１
６
条
第
５

項
の
委
託
を

受
け
た
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
若
し
く
は

従
事

し
て
い
た
者
又

は
議
会
に
お

い
て
個
人
情
報
、
仮
名
加
工
情
報
若
し
く
は

匿
名

加
工
情
報
の
取

扱
い
に
従
事

し
て
い
る
派
遣
労
働
者
若
し
く
は
従
事
し
て

い
た

派
遣
労
働
者
が

、
正
当
な
理

由
が
な
い
の
に
、
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
事

項
が

記
録
さ
れ
た
第

２
条
第
５
項

第
１
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
そ
の

全
部

又
は
一
部
を
複

製
し
、
又
は

加
工
し
た
も
の
を
含
む
。
）
を
提
供
し
た
と

き
は

、
２
年
以
下
の

拘
禁
刑
又
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

第
５

４
条
 
議
会
の

職
員
若
し
く

は
職
員
で
あ
っ

た
者
、
第
１

０
条
第
２
項
若

し

く
は
第
１
６
条
第
５

項
の
委
託
を

受
け
た
業
務
に

従
事
し
て
い

る
者
若
し
く
は

従
事
し
て
い
た
者
又

は
議
会
に
お

い
て
個
人
情
報

、
仮
名
加
工

情
報
若
し
く
は

匿
名
加
工
情
報
の
取

扱
い
に
従
事

し
て
い
る
派
遣

労
働
者
若
し

く
は
従
事
し
て

い
た
派
遣
労
働
者
が

、
正
当
な
理

由
が
な
い
の
に

、
個
人
の
秘

密
に
属
す
る
事

項
が
記
録
さ
れ
た
第

２
条
第
５
項

第
１
号
に
係
る

個
人
情
報
フ

ァ
イ
ル
（
そ
の

全
部
又
は
一
部
を
複

製
し
、
又
は

加
工
し
た
も
の

を
含
む
。
）

を
提
供
し
た
と

き
は
、
２
年
以
下
の

懲
役
又
は
１

０
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処

す
る
。
 

第
５

５
条
 
前
条
に

規
定
す
る
者

が
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
保
有
個
人

情
報

を
自
己
若
し
く

は
第
三
者
の

不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
提
供
し
、
又
は

盗
用

し
た
と
き
は
、

１
年
以
下
の

拘
禁
刑
又
は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。
 

第
５
５
条
 
前
条
に

規
定
す
る
者

が
、
そ
の
業
務

に
関
し
て
知

り
得
た
保
有
個

人

情
報
を
自
己
若
し
く

は
第
三
者
の

不
正
な
利
益
を

図
る
目
的
で

提
供
し
、
又
は

盗
用
し
た
と
き
は
、

１
年
以
下
の

懲
役
又
は
５
０

万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す

る
。
 

第
５

６
条
 
職
員
が

そ
の
職
権
を

濫
用
し
て
、
専
ら
そ
の
職
務
の
用
以
外
の
用
に

供
す

る
目
的
で
個
人

の
秘
密
に
属

す
る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
文
書
、
図
画
又
は

電
磁

的
記
録
を
収
集

し
た
と
き
は

、
１
年
以
下
の

拘
禁
刑
又
は
５
０
万
円
以
下

の
罰

金
に
処
す
る
。
 

第
５
６
条
 
職
員
が

そ
の
職
権
を

濫
用
し
て
、
専

ら
そ
の
職
務

の
用
以
外
の
用

に

供
す
る
目
的
で
個
人

の
秘
密
に
属

す
る
事
項
が
記

録
さ
れ
た
文

書
、
図
画
又
は

電
磁
的
記
録
を
収
集

し
た
と
き
は

、
１
年
以
下
の

懲
役
又
は
５

０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。
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第
３
条
 
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
一
部
改
正

新
 

旧
 

（
罰

則
）
 

（
罰
則
）
 

第
１

８
条
 
第
６
条

第
４
項
の
規

定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
１
年

以
下

の
拘
禁
刑
又
は

５
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

第
１
８
条
 
第
６
条

第
４
項
の
規

定
に
違
反
し
て

秘
密
を
漏
ら

し
た
者
は
、
１

年

以
下

の
懲
役
又
は
５

０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す

る
。
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

附
 

則
 

附
 

則
 

（
経

過
措
置
）
 

（
経
過
措
置
）
 

第
２

条
 
（
略
）
 

第
２
条
 
（
略
）
 

２
～

４
 
（
略
）
 

２
～
４
 
（
略
）
 

５
 

第
２
項
の
規
定

に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
義
務
に
違
反

し
て

秘
密
を
漏
ら
し

た
者
（
こ
の

条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
情
報
公
開
審
査
会

の
委

員
で
あ
る
者
又

は
施
行
日
前

に
お
い
て
旧
情
報
公
開
審
査
会
の
委
員
で
あ

っ
た

者
を
除
く
。
）

は
、
１
年
以

下
の
拘
禁
刑
又
は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す

る
。
 

５
 

第
２
項
の
規
定

に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
た
義
務
に
違

反

し
て
秘
密
を
漏
ら
し

た
者
（
こ
の

条
例
の
施
行
の

際
現
に
旧
情

報
公
開
審
査
会

の
委
員
で
あ
る
者
又

は
施
行
日
前

に
お
い
て
旧
情

報
公
開
審
査

会
の
委
員
で
あ

っ
た
者
を
除
く
。
）

は
、
１
年
以

下
の
懲
役
又
は

５
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処

す
る
。
 

5



議案第２号参考資料 

件 名 

埼玉県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例及び埼玉県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について

根拠法令等 

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に

関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法

律（令和６年法律第４２号） 

【 趣 旨 】 

 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（平

成３年法律第７６号。以下「法」という。）の一部改正に伴い、所要の規定を整備する

ため、埼玉県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例及

び埼玉県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例を制定するもの。 

【 内 容 】 

制定内容は次のとおりである。 

第１条 埼玉県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する 

条例（平成１９年広域連合条例第６号）の規定中、残業免除の対象を３ 

歳未満の子を養育する職員から小学校就学前の子を養育する職員に拡 

大するよう改める。 

第２条 法改正により、埼玉県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等 

に関する条例（平成１９年広域連合条例第１９号）で引用する条項にず

れが生じるため、新たな条項に改める。 

施 行 日 令和７年４月１日 

【その他参考事項】 
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埼
玉
県
後
期

高
齢
者

医
療
広

域
連
合
職
員

の
勤

務
時
間
、

休
暇
等
に
関

す
る
条

例
及
び

埼
玉
県
後
期

高
齢
者

医
療
広

域
連
合
職
員

の
育
児

休
業
等

に
関
す
る
条

例
新
旧

対
照

表
 

 第
１
条
 
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

 

新
 

旧
 

（
育

児
又
は
介
護
を

行
う
職
員
の

深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
の
制
限
）
 

（
育
児
又
は
介
護
を

行
う
職
員
の

深
夜
勤
務
及
び

時
間
外
勤
務

の
制
限
）
 

第
９

条
 

任
命

権
者

は
、
小
学

校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

の
あ

る
職

員

（
職

員
の

配
偶

者
で
当

該
子
の

親
で

あ
る

も
の

が
、

深
夜

（
午

後
１

０
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま
で

の
間
を

い
う

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
お

い
て

常
態

と
し

て
当
該

子
を
養

育
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

し
て

規
則

で
定

め
る

者
に

該
当

す
る
場

合
に
お

け
る

当
該

職
員

を
除

く
。

）
が

、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
当

該
子
を

養
育

す
る

た
め

に
請

求
し

た
場

合
に

は
、

公
務

の
正

常
な

運
営

を
妨
げ

る
場
合

を
除

き
、

深
夜

に
お

け
る

勤
務

を
さ

せ
て

は
な

ら
な

い
。
 

第
９

条
 

任
命

権
者

は
、
小
学

校
就

学
の

始
期
に

達
す
る
ま

で
の

子
の

あ
る
職
員

（
職

員
の

配
偶

者
で
当

該
子
の

親
で

あ
る
も

の
が
、

深
夜
（

午
後

１
０
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま
で

の
間
を

い
う

。
以
下

こ
の
項

に
お
い

て
同

じ
。
）

に
お

い
て

常
態

と
し

て
当
該

子
を
養

育
す

る
こ
と

が
で
き

る
も
の

と
し

て
規
則

で
定

め
る

者
に

該
当

す
る
場

合
に
お

け
る

当
該
職

員
を
除

く
。
）

が
、

規
則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
当
該

子
を
養

育
す

る
た
め

に
請
求

し
た
場

合
に

は
、
公

務
の

正
常

な
運

営
を

妨
げ
る

場
合
を

除
き

、
深
夜

に
お
け

る
勤
務

を
さ

せ
て
は

な
ら

な
い
。
 

２
 

任
命

権
者

は
、

小
学
校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

の
あ

る
職

員
が

、

規
則

で
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ
り

、
当

該
子

を
養

育
す

る
た

め
に

請
求

し
た

場
合

に
は

、
当

該
請

求
を
し

た
職
員

の
業

務
を

処
理

す
る

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
が

著
し

く
困

難
で

あ
る

場
合

を
除

き
、

第
７

条
第

２
項

に
規

定
す

る
勤

務

（
災

害
そ

の
他

避
け

る
こ

と
の

で
き

な
い

事
由

に
基

づ
く

臨
時

の
勤

務
を

除

く
。

次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
を

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
 

２
 

任
命

権
者

は
、

３
歳
に
満

た
な

い
子

の
あ
る

職
員
が
、

規
則

で
定

め
る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
子
を

養
育
す

る
た

め
に
請

求
し
た

場
合
に

は
、

当
該
請

求
を

し
た

職
員

の
業

務
を
処

理
す
る

た
め

の
措
置

を
講
ず

る
こ
と

が
著

し
く
困

難
で

あ
る

場
合

を
除

き
、
第

７
条
第

２
項

に
規
定

す
る
勤

務
（
災

害
そ

の
他
避

け
る

こ
と

の
で

き
な

い
事

由
に

基
づ

く
臨

時
の

勤
務

を
除

く
。

次
項

に
お

い
て

同

じ
。
）
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
 

３
 

任
命

権
者

は
、

小
学
校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

の
あ

る
職

員
が

、

規
則

で
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ
り

、
当

該
子
を

養
育

す
る

た
め

に
請

求
し

た
場

合

に
は

、
当

該
請

求
を
し

た
職
員

の
業

務
を

処
理

す
る

た
め

の
措

置
を

講
ず

る
こ

と
が

著
し

く
困

難
で
あ

る
場
合

を
除

き
、

１
月

に
つ

い
て

２
４

時
間

、
１

年
に

つ
い

て
１

５
０

時
間
を

超
え
て

、
第

７
条

第
２

項
に

規
定

す
る

勤
務

を
さ

せ
て

は
な

ら
な
い
。
 

３
 

任
命

権
者

は
、

小
学
校
就

学
の

始
期

に
達
す

る
ま
で
の

子
の

あ
る

職
員
が
、

規
則

で
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ
り

当
該

子
を
養

育
す
る

た
め
に

請
求

し
た
場

合
に

は
、

当
該

請
求

を
し
た

職
員
の

業
務

を
処
理

す
る
た

め
の
措

置
を

講
ず
る

こ
と

が
著

し
く

困
難

で
あ
る

場
合
を

除
き

、
１
月

に
つ
い

て
２
４

時
間

、
１
年

に
つ

い
て

１
５

０
時

間
を
超

え
て
、

第
７

条
第
２

項
に
規

定
す
る

勤
務

を
さ
せ

て
は

な
ら
な
い
。
 

４
 

前
３

項
の

規
定

は
、
第
１

６
条

第
１

項
に

規
定

す
る

要
介

護
者

を
介

護
す

る

職
員

に
つ

い
て

準
用
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

第
１

項
中

「
小

学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま
で

の
子
の

あ
る

職
員

（
職

員
の

配
偶

者
で

当
該

子
の

親
で

あ
る

も
の

が
、

深
夜

（
午

後
１

０
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま

で
の

間
を

い

４
 

前
３

項
の

規
定

は
、
第
１

６
条

第
１

項
に
規

定
す
る
要

介
護

者
を

介
護
す
る

職
員

に
つ

い
て

準
用
す

る
。
こ

の
場

合
に
お

い
て
、

第
１
項

中
「

小
学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま
で

の
子
の

あ
る

職
員
（

職
員
の

配
偶
者

で
当

該
子
の

親
で

あ
る

も
の

が
、

深
夜

（
午

後
１

０
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま

で
の

間
を

い

7



新
 

旧
 

う
。

以
下

こ
の

項
に
お

い
て
同

じ
。

）
に

お
い

て
常

態
と

し
て

当
該

子
を

養
育

す
る

こ
と

が
で

き
る
も

の
と
し

て
規

則
で

定
め

る
者

に
該

当
す

る
場

合
に

お
け

る
当

該
職

員
を

除
く
。

）
が
、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
子

を
養

育
」

と
あ

り
、

及
び
前

２
項
中

「
小

学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま

で
の

子
の

あ
る

職
員

が
、

規
則
で

定
め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
子

を
養

育
」

と
あ

る
の

は
「

第
１

６
条

第
１
項

に
規
定

す
る

要
介

護
者

の
あ

る
職

員
が

、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
当

該
要
介

護
者

を
介

護
」

と
、

第
１

項
中

「
深

夜
に

お
け

る
」

と
あ

る
の

は
「
深

夜
（
午

後
１

０
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま

で
の

間
を

い
う

。
）

に
お

け
る
」

と
、
第

２
項

中
「

当
該

請
求

を
し

た
職

員
の

業
務

を
処

理
す

る
た

め
の

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
著

し
く

困
難

で
あ

る
」

と
あ

る
の

は

「
公

務
の
運
営
に
支

障
が
あ
る
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

う
。

以
下

こ
の

項
に
お

い
て
同

じ
。

）
に
お

い
て
常

態
と
し

て
当

該
子
を

養
育

す
る

こ
と

が
で

き
る
も

の
と
し

て
規

則
で
定

め
る
者

に
該
当

す
る

場
合
に

お
け

る
当

該
職

員
を

除
く

。
）

が
、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

当
該

子
を

養

育
」

と
あ

り
、

第
２
項

中
「
３

歳
に

満
た
な

い
子
の

あ
る
職

員
が

、
規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り
、

当
該
子

を
養

育
」
と

あ
り
、

及
び
前

項
中

「
小
学

校
就

学
の

始
期

に
達

す
る
ま

で
の
子

の
あ

る
職
員

が
、
規

則
で
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
当

該
子

を
養

育
」
と

あ
る
の

は
「

第
１
６

条
第
１

項
に
規

定
す

る
要
介

護
者

の
あ

る
職

員
が

、
規
則

で
定
め

る
と

こ
ろ
に

よ
り
、

当
該
要

介
護

者
を
介

護
」

と
、

第
１

項
中

「
深
夜

に
お
け

る
」

と
あ
る

の
は
「

深
夜
（

午
後

１
０
時

か
ら

翌
日

の
午

前
５

時
ま
で

の
間
を

い
う

。
）
に

お
け
る

」
と
、

第
２

項
中
「

当
該

請
求

を
し

た
職

員
の
業

務
を
処

理
す

る
た
め

の
措
置

を
講
ず

る
こ

と
が
著

し
く

困
難

で
あ

る
」

と
あ
る

の
は
「

公
務

の
運
営

に
支
障

が
あ
る

」
と

読
み
替

え
る

も
の
と
す
る
。
 

５
 

（
略
）
 

５
 

（
略
）
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第
２
条
 
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

新
 

旧
 

（
部

分
休
業
の
承
認

）
 

（
部
分
休
業
の
承
認

）
 

第
１

７
条
 
（
略
）
 

第
１
７
条
 
（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

３
 

非
常

勤
職

員
に
対

す
る
部

分
休

業
の

承
認

に
つ

い
て

は
、

１
日

に
つ

き
、

当

該
非

常
勤

職
員
に

つ
い

て
１
日

に
つ

き
定

め
ら

れ
た

勤
務

時
間

か
ら

５
時

間
４

５
分

を
減

じ
た
時

間
を

超
え
な

い
範

囲
内

で
（

当
該

非
常

勤
職

員
が

労
働

基
準

法
（

昭
和

２
２
年

法
律

第
４
９

号
）

第
６

７
条

の
規

定
に

よ
る

育
児

時
間

又
は

育
児

休
業

、
介
護

休
業

等
育
児

又
は

家
族

介
護

を
行

う
労

働
者

の
福

祉
に

関
す

る
法

律
（

平
成
３

年
法

律
第
７

６
号

）
第

６
１

条
の

２
第

２
０

項
に

規
定

す
る

介
護

を
す

る
た
め

の
時

間
（
以

下
「

介
護

を
す

る
た

め
の

時
間

」
と

い
う

。
）

の
承

認
を

受
け
て

勤
務

し
な
い

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
、

か
つ
、

２
時

間
か
ら

当
該

育
児

時
間

又
は

当
該

介
護

を
す

る
た

め
の

時
間

の
承

認
を
受

け
て

勤
務
し

な
い

時
間

を
減

じ
た

時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
）

行
う
も
の
と
す

る
。
 

 

３
 

非
常

勤
職

員
に
対

す
る
部

分
休

業
の

承
認

に
つ

い
て
は

、
１

日
に

つ
き

、
当

該
非

常
勤

職
員

に
つ

い
て
１
日

に
つ

き
定

め
ら

れ
た

勤
務
時

間
か

ら
５

時
間

４

５
分

を
減

じ
た

時
間

を
超
え
な

い
範

囲
内

で
（

当
該

非
常
勤

職
員

が
労

働
基

準

法
（

昭
和

２
２

年
法

律
第
４
９

号
）

第
６

７
条

の
規

定
に
よ

る
育

児
時

間
又

は

育
児

休
業

、
介

護
休

業
等
育
児

又
は

家
族

介
護

を
行

う
労
働

者
の

福
祉

に
関

す

る
法

律
（

平
成

３
年

法
律
第
７

６
号

）
第

６
１

条
第

３
２
項

に
お

い
て

読
み

替

え
て

準
用

す
る

同
条

第
２
９
項

の
規

定
に

よ
る

介
護

を
す
る

た
め

の
時

間
（

以

下
「

介
護

を
す

る
た

め
の
時
間

」
と

い
う

。
）

の
承

認
を
受

け
て

勤
務

し
な

い

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該
時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
、
か

つ
、

２
時

間
か

ら

当
該

育
児

時
間

又
は

当
該
介
護

を
す

る
た

め
の

時
間

の
承
認

を
受

け
て

勤
務

し

な
い
時
間
を
減
じ
た

時
間
を
超
え

な
い
範
囲
内
で

）
行
う
も
の

と
す
る
。
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議案第３号参考資料 

 

件 名 
埼玉県後期高齢者医療広域連合会計年度任用職員の報酬等に

関する条例の一部を改正する条例の制定について 

根拠法令等 令和６年人事院勧告（令和６年８月８日） 

【 趣 旨 】 

 令和６年人事院勧告において、全ての職員の俸給表を引上げ改定するよう示

されたこと、また埼玉県の「会計年度任用職員の報酬等に関する条例（平成３

１年埼玉県条例第６号。以下「県条例」という。）」の一部改正に倣い、埼玉県

後期高齢者医療広域連合会計年度任用職員の報酬等に関する条例（以下、「報

酬条例」という。）の一部を改正するもの。 

 

【 内 容 】 

主な改正内容は次のとおりである。 

別表第１ 会計年度任用職員に支払う報酬額の上限の基礎となる月額に 

ついて、県条例と同様の改正を行う。 

「栄養士」及び「保健師、看護師」については、埼玉県の「職員の給 

与に関する条例（昭和２７年埼玉県条例第１９号）」別表中一級を参照 

しているものを二級に改める。 

また、全ての職種において、給料月額に１００分の２５を乗じて得た

額を加えるよう改める。 

   

附則 別表第１の改正を令和６年４月１日から適用させるとともに、改正

前の規定に基づいて支給された報酬は、改正後の規定による報酬の内払

とみなすことを規定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 行 日 公布の日（別表の改正規定は令和６年４月１日から適用） 

【その他参考事項】  
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埼
玉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

新
 

旧
 

（
勤

勉
手
当
）
 

（
勤
勉
手
当
）
 

第
７

条
 
（
略
）
 

第
７
条
 
（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

３
 

勤
勉

手
当

の
額
は

、
勤
勉

手
当

基
礎

額
に

規
則

で
定

め
る

支
給

割
合

を
乗

じ

て
得

た
額

（
１
円

未
満

の
端
数

が
生

じ
た

と
き

は
、

こ
れ

を
切

り
捨

て
た

額
）

と
す

る
。

こ
の
場

合
に

お
い
て

、
会

計
年

度
任

用
職

員
に

対
し

て
支

給
す

る
勤

勉
手

当
の

額
の
総

額
は

、
当
該

会
計

年
度

任
用

職
員

の
勤

勉
手

当
基

礎
額

に
、

給
与

条
例

第
１
９

条
の

４
第
２

項
第

１
号

で
定

め
る

割
合

（
以

下
第

５
項

に
お

い
て

「
割

合
」

と
い

う
。

）
を

乗
じ

て
得

た
額

の
総

額
を

超
え

て
は

な
ら

な

い
。
 

３
 

勤
勉

手
当

の
額
は

、
勤
勉

手
当

基
礎

額
に

規
則

で
定
め

る
支

給
割

合
を

乗
じ

て
得

た
額

（
１

円
未

満
の
端
数

が
生

じ
た

と
き

は
、

こ
れ
を

切
り

捨
て

た
額

）

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お
い
て

、
会

計
年

度
任

用
職

員
に
対

し
て

支
給

す
る

勤

勉
手

当
の

額
の

総
額

は
、
当
該

会
計

年
度

任
用

職
員

の
勤
勉

手
当

基
礎

額
に

、

給
与

条
例

第
１

９
条

の
４
第
２

項
第

１
号

で
定

め
る

割
合
（

以
下

第
５

項
に

お

い
て
「
割
合
」
と
い

う
。
）
を
乗

じ
て
得
た
額
を

超
え
て
は
な

ら
な
い
。
 

４
～

６
 
（
略
）
 

４
～
６
 
（
略
）
 

 

別
表

第
１
（
第
２
条

関
係
）
 

職
種
 

月
額
 

栄
養

士
 

給
与

条
例

別
表

第
四

医
療

職
給

料
表

ロ
医

療
職

給
与

表
（

二
）

に
定

め
る

二
級

に
お

け
る

最
高

の
号

給
の

給
料

月
額

及
び

そ
の

給
料

月
額

に
１

０
０

分
の
２
５
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
 

保
健

師
、
看
護
師
 

給
与

条
例

別
表

第
四

医
療

職
給

料
表

ハ
医

療
職

給
与

表
（

三
）

に
定

め
る

二
級

に
お

け
る

最
高

の
号

給
の

給
料

月
額

及
び

そ
の

給
料

月
額

に
１

０
０

分
の
２
５
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
 

前
記

以
外
の
職
 

給
与

条
例

別
表

第
一

行
政

職
給

料
表

に
定

め
る

一
級

に
お

け
る

最
高

の
号

給
の

給
料

月
額

及
び

そ
の

給
料

月
額

に
１

０
０

分
の

２
５

を
乗

じ
て

得
た

額
の
合
計
額
 

 

別
表
第
１
（
第
２
条

関
係
）
 

職
種
 

月
額
 

栄
養
士
 

給
与

条
例

別
表

第
四

医
療

職
給

料
表

ロ
医

療
職

給
与

表
（

二
）

に
定

め
る

一
級

に
お

け
る

最
高

の
号

給
の
給
料
月
額
 

保
健
師
、
看
護
師
 

給
与

条
例

別
表

第
四

医
療

職
給

料
表

ハ
医

療
職

給
与

表
（

三
）

に
定

め
る

一
級

に
お

け
る

最
高

の
号

給
の
給
料
月
額
 

前
記
以
外
の
職
 

給
与

条
例

別
表

第
一

行
政

職
給

料
表

に
定

め
る

一
級

に
お
け
る
最
高

の
号
給
の
給

料
月
額
 

 

 
 

 

11





議案第４号参考資料 

 

件 名 
埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 
 

根拠法令等 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57年法律第 80号） 
 

 
【 趣 旨 】 
 

令和７年度以降の保険料に関し、所得の少ない被保険者に対する被保

険者均等割額に係る軽減判定の所得基準を引き上げるため、条例の一部

を改正するもの。 

 

【 内 容 】 
 
（１） 保険料の被保険者均等割額に係る軽減判定基準の変更 

   令和７年度以降の保険料の軽減対象となる所得基準額を算出するた

めの被保険者の数に乗じる金額を、５割軽減については２９万５千円

から３０万５千円に、２割軽減については５４万５千円から５６万円

に引き上げる。 
 
 

（２） 経過措置 

  改正後の条例の規定は、令和７年度以後の年度分の保険料について

適用し、令和６年度分までの保険料については、なお従前の例による。 

 

 

施 行 日 令和７年４月１日  

【その他参考事項】 
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埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

新
 

旧
 

（
所
得
の
少
な
い
者
に
係
る
保
険
料
の
減
額
）
 

第
１
４
条
 
所
得

の
少

な
い
被

保
険

者
に

対
し
て
課
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、

当
該
被
保
険

者
に

係
る

被
保
険

者
均

等
割

額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

の
区
分
に
応

じ
、

当
該

被
保
険

者
に

係
る

被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
当
該
各
号
に

定
め
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

(１
)

（
略
）

(
２
)

当
該
年
度
の

賦
課
期

日
に

お
い

て
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保

険
者

、
そ

の
属

す
る
世

帯
の

世
帯
主
及

び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で

あ
る

被
保

険
者

に
つ
き

算
定

し
た
地
方

税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定

す
る

総
所

得
金

額
及
び

山
林

所
得
金
額

並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ

れ
る

所
得

の
金

額
の
合

計
額

の
当
該
世

帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第

１
号

に
定

め
る

金
額
（

被
保

険
者
等
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、
同

号
に

定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１

を
減

じ
た

数
に
１
０
万

円
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た

金
額
）
に
当

該
世
帯

に
属

す
る

被
保
険
者
の

数
に
３
０
万
５
，
０
０
０
円
を
乗

じ
て
得
た
金

額
を
加

算
し

た
金

額
を

超
え
な

い
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の

（
所
得
の
少
な
い
者
に
係
る
保
険
料
の
減
額
）
 

第
１
４
条
 
所
得
の
少
な
い
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、

当
該
被
保
険
者
に
係
る

被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該

被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
当
該
各
号
に

定
め
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

(１
)

（
略
）

(
２
)

当
該
年
度
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保
険
者
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で
あ
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
地
方
税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額
の
当
該
世

帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第
１
号
に
定
め
る
金
額
（
被
保
険
者
等
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
金

額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
万
円
を
乗
じ

て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）
に
当

該
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
の
数
に
２
９
万
５
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の
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新
 

旧
 

保
険
料
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額
 

(
３
)

当
該
年

度
の
賦

課
期
日

に
お

い
て

、
前
２
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保

険
者

、
そ

の
属

す
る
世

帯
の

世
帯
主
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で

あ
る

被
保

険
者

に
つ
き

算
定

し
た
地
方
税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定

す
る

総
所

得
金

額
及
び

山
林

所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ

れ
る

所
得

の
金

額
の
合

計
額

の
当
該
世
帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第

１
号

に
定

め
る

金
額
（

被
保

険
者
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、
同

号
に

定
め
る
金

額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１

を
減

じ
た

数
に
１
０
万

円
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た

金
額
）
に
当

該
世
帯

に
属

す
る

被
保

険
者
の

数
に
５
６

万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し

た
金
額

を
超

え
な

い
世

帯
に
属

す
る

被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
係

る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
 

２
・
３
 
（
略
）
 

保
険
料
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額
 

(
３
)

当
該
年
度
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
、
前
２
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保
険
者
、
そ
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で
あ
る
被
保
険
者

に
つ
き
算
定
し
た
地
方
税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定
す
る
総
所
得
金

額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額
の
当
該
世
帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第
１
号
に
定
め
る
金
額
（
被
保
険
者
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た

金
額
）
に
当

該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
に
５
４
万
５
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の

保
険
料
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
 

２
・
３
 
（
略
）
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